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竹 田 浩 一

∴ 序'

ホ ワイ トヘ ッ ドの形 而 上学 は、 難解 であ り、様 々の パ ラ ドックスに満 ちてい る とい われ て来 た。 だが、

(1)最 近 の ワ ラ
ックめ研 究 に よ って相 当数 の パ ラ ドックスが解 消 され た と思 われ る。 ワラ ックは、 ホ ワイ

トヘ ッ ド哲学 にお・げ一る様 々の対立 的契 機(現 実 と潜 勢、 原 因 と結 果 、主 体 と客 体 、1連続 と不連 続等 々)

が調 和 してい るこ とを示 した。 しか しなが ら、'それ で もホ ワ.イトヘ ッ ド哲学 は ある 矛盾 を含 ん でい る よ

うに思 え る。 以下 にお い て 、tワ イ 噛トヘ ッ ド哲 学 の展 開が あ る矛 盾 に 到達 す る こ とを示 し(第 一 部)、

さ らにそ の埋 由 を検討 しそ れに よ って ホ ワイ トヘ ッ ド哲 学 の再 構成 を試 みてみ た い(第 二 部)。 一

なお 、紙数 の 関係 で{ア ク チ ュァ ル ・エ ンテ ィテ ィ(actualentity)や そ の他 二三 の もの を

除 い て、 ホ ワ イ トヘ ッ ド独 特 の用語 の使 用 は で きるだ け避 け、 一般 的 な用語 を用 い た。 『

第 一 部 生 態

非 実体 の哲 学

ホ ワ千 トヘ ッ ドの形 而上 学 は、 自然哲 学 と呼 ぶ の がふ さわ しい。人 闘 の全 て の行 為 を も含 み込 んだ上

で の 「自然 」あるNは 「宇 制 を説 明す る理論(2)が彼 の形 而 上学 で あ る。 この理 論 につ い て、 ま ず撒

てお くべ きは 、近 代哲 学 の ア ンチ テ ーゼ として提 出され て い る とい うこ とで あ る。 近 代哲 学 の主流 は 、

実体 の哲 学 で あ る。実 体 とは 、 「そ の存 在 のた め に 自己 自身以 外 のな に もの も必 要 とし ない仕 方 で存在

す る もの(3)」iあ る0従 って＼ ラ イプニ ッツの指摘 の よ うに(4)実 体 間 の関係 ・交流 は、 実在 性 を持 た

な い 。唯一 実 在的 であ るの はく 実 体 ・属性 の関 係 で ある。 ここか ら生 じるの が、 自足 的実 体 の単 な る集

'まりとして の世 界 であ り
、周 知 め二 元論 であ る。 また 、科 学 にお・い ては、 物質 が時空 の 中 に 「単 に位 置

砧 め る(・,impl。.1_ti。n)(5)」 とい う考 え とし槻 わ れて い る とホ ワイ,トへ 。 ドはい う.

す なわ ち、物 質 は時 空 と外 的関 係 に あ り、 物質 の 占め る領域 は、 他の 領域 と無 関 係 に定'まる とい うの が

「単 に位 置 を 占める 」で あ る。 この時 、物 質 は時 空 を同 じ仕 方 で 占有 す るわ げ では ない 。時 間 の分 割 は

物質 に何 の影 響 も与え な いが 、s間 め分割 は そ うで はな い。 こ うして 、時 間の推 移 は、 物 質 に と って無

意味 とな り、世 界 は、 「物 質 礪 間的 配　・」の継 起(6)」 と考.`t.られ る姪 る。0

以上 のよ うな実 体の哲 学 とそれ に基 づ く科 学 の立場 が 、実 在 に関 する もの としては、'もは や維 持 し難

い も ので ある乏 見 で と り、そ れへ のプ ン チテ ー ゼと して ホ ワイ ト～ ッ ドが提 出 した のが 、 アク チ ュア ル

・エ シテ ィ易 イの'哲学 で あ る。彼 の哲 学 は 、個 々の実 体的哲 学 へ の反論 とい うよ り、 「実 体 」の哲 学 へ

の ア ンチテ ーゼ であ る。実 体 の世 界 は、 静的 で非 発 展的 で あ る。 実 体 は 、他 の実 体 と何 の関 わ り も持 た

ず 、偵 己 同一 性 を保 ち続 け る。 ホ ワイ トヘ ッ ドの哲学 は、 これの端 的 な る否定 であ る。彼 の哲 学 で は、

実 在 は他 との内的 関 係 あ るいは実 在 的 関係 に よ って存在 す る。 世 界は 、 この 関係 に基 づ いて発 展 して行
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くので あ る。 この よ うに 、彼 の哲 学 で は、 関係 を実 在 的 な もの と して認 め るの であ る。

ここで 、関係 が実 在 的 であ る とは 、・次 の よ うな意 味 で あ る。 実在Aと 実 在Bの 関係 が なけ れば 、Aと

Bが 、 そ の よ うなAとBと して存 在 してい ない 時、 関係 は 実在 的 で あ る。 ま ず実在 と しての規 定 を確 立

され た 関係項 を立 て、 次 にそ れ らの 関係 を考 え るな ら、関 係 は実在 的 とは呼 べな い。 ホ ワイ トヘ ッ ドに

お いて は、 関係 と関係項 は同時 に成 立す る。 実在 的 関係 が新 し く成 立 す る こ とに よって、 関 係項 が新 た

に規 定 さ れ る。 この こ とは、実 体 の哲 学 で は不 可能 であ る。 こ うして、彼 の哲 学 では 、 関係 は既 存 の も

の か 噺 た姓 じ る事 態 であ り、 「関係 づ け る とい う事 実(7)」で あ って、 この事態 や事 実 が ホ ワイ トヘ

ッ ドの実 在 で あ る。従 って、実 在 は 、 「有 る もの 」で は な く、 「生 成 そ の もの 」で あ る。 ア クチ ュア ル

・エ ンテ ィテ ィの哲 学 は
、 この よ うな実 在観 に基 づ い てい る。

この哲 学 は、 ホ ワイ トヘ ッ ドの宇 宙観 か ら見 て行 くのが 、解 り易 い。 彼 の宇 宙 は、様 々の活 動 の相 互

作用 の全 体 で あ り、 様 々の活動 の充満 体 で あ る。,そして 、 これ らの 活動 に よ って進 化 す る宇宙 であ る。

この宇 宙 におけ る実 在 的関 係 とは 、実 在 的影 響 の授受 で ある。 アク チ ュァ ル ・エ ンテ ィテ ィは、 過去 か

らの様 々の影 響 を一 つ に関 係 づけ る活動 で あ る0宇 宙は この よ うな活動 の充 満 体 で あ るか ら、 アク チ ュ

アル ・エ ン テ ィテ ィは 、過 去 の多 くの ア クチ ュァ ル ・エ ンテ ィテ ィか らの影 響 を統 一す る活動 で あ る。

この よ うな活動 が、 次 々 と生起 す る こ とが、 宇宙 の進 展 で あ る。 この よ うな実 在観 は 、 ホ ワ イFヘ ッ ド

自身が認 め て い る よ うに 、相 対 論 や量 子論 の考寮 か ら得 た もの で あ る(8)。

ア クテ ユア ル ・エ ンテ ィテ ィは、進化 す る宇宙 に見 い出 され る種 々の活動 で あ る。 しか し、 活動 一般

では な い。 一つ の規定 を与 え られ 得 る活動 、 す なわ ち現 実態(actuality)と して の活動 であ る。

ア ク チ ュア ル とい うの は この意 味 で 使わ れ てい る。宇 宙 は 、現在 も進 化 を続 け てお り、完 了 した活 動 で

はな い。 そ れ故 、過 去 ・現 在 ・未 来 の全 て に渡 る宇宙 は 、、ア ク チ ュァル ・エンテ ィテ ィでは ない。 ホ ワ

イ トヘ ッ ドは、 現在 の よ うな様 子 の宇 宙 を、 「我 々の宇 宙期 ⑲)」と呼ぶ 。我 々の周 りの全 て の実在 は 、

この宇 宙期 の進化 の中 で生 じて来 た もの で あ る。

「我 々の宇 醐 」は、庵 磁 的 な アク チ 。ア、レ・エ ンテ,テ,の 時 期 で ある といわ れ る(10)0こ れ は、 例

えば 、電子 的 な 一つ の活 動(electricoccasion)の こ とで あ る。 「電 子 」とは 、 この、よ うな

活 動 の幾 つ かの連 関(nexus)で あ る とい われ る(11)0一 つの ア クチ ュアル ・エ ンテ ィテ ィは 、 多 を績

一 す る活動 で あ った 。9連関 とは 、 この統 ヅ に 他 な らない 。 この連 関 に よ って電 磁 的 な ア ク チ ュアル ・エ

ンテ ィテ ィは組織 化 され .る。 この組 織化 が、宇 宙 の進化 で あ り、 この 中か ら、新 しい 、タづ プの ア ク チ ュ

ア ル ・エ ンテ ィテ ィが次 々 と生 じて きた とい われ る。 例 えば 、原 子 的 な活動 で あ り、細 胞的 な 活動 であ

り、生 命 ど して の活動 で ある。 こ うして 、一 つ の完 了 した活動 と見徹 され得 る ものは全 て ア クチ ュ アル

・エ ンテ ィテ ィで あ る
。電 子 的 活動 も.心臓 の鼓 動 も猫 が マタ タ ビに喜 ぶ こと も、 カエサル の一生 もPニ

マ 帝[評 菟 ア ク チ 。ア ル.エ ン テ,テ,で あ る と さ れ る。 ・

こ こで注意 す べ きは、 電子 や 陽子 が集 って 原子 とな る とい う風に 原 子論 的 に考 え ては い けな い とい う

こ とで あ る。 ア クチ ュァ ル ・エ ンテ ィテ ィは 、関 係づ け る とい う活動 で ある。宇 宙 にお け る組織 化 とは、

この 関係 づ け に他 な らない。 原 子 的 エ ンテ ィテ ィは 、電 磁 的 エッ、テ ィテ ィの集 ま・りで は な く、 これ らを

下 位 レベ ルの活動 ど して含 む新 たな 統一 活動 で あ.る。 アク チ ュア ル ・エ ンテ ィテ ィは、統 一 であ り、 シ

ス テ ム化 とい う活動 で あ る。そ の 際下位 システ ムは～ 上位 シス テ ムの 中にお い て、 この中 に ない場 合 と

は 異 った性 格 を帯 び るの であ る(13)0
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現 実 態

アク チ ュア ル ・エ ンテ ィテ ィは 、統 一活 動 で あ り、統一 の完 了 と と もに この活 動 は終 わ る。 ア クヂ ュ

ア ・レ・エ ンテ,テ 砿 生 成 し轍 す る もので あ る とrいわ れ る(14)0こ の轍 とは 、無 に帰 す る こ とで は

、ない。 消滅 とは.、統 一 活動 の終 了で あ る。過去 の ア クチ ュァ ル ・・エ ンテ ィテ.イの統 一活動 は、 分散 して、

それ故 もはや統 一 活動 とはV?.$.な くな って 、.多くの新 しい統 一活動 の 中に存 在 す る。新 しい統rと は、

過去 か ら来 た 庵のの現 在 にお け る統 一 であ る。 この過 去 か ら来 た もの は、実 在 的潜勢 態(realpo-

tentiality)と 呼 ば れ る。現 実態 とは 、
.統 一活 動 の完 了で あ.る。 ア!チ ュア ル ・エ ンテ ィテ ィは、

実 在 的潜',か ら現実 態 へ の プ ロマ スで あ る とされ る。 そ れ故 、時 空 的 な幅 を有 す る。

ホ・イトー。ドの考えでは、翻 態を実在的なものとしzaめ な瞳 らば誰 展があり』得加q亀 実

体は常に現実態である。それ故、進展はない。実在的潜勢態が現実態へと変容する所に新しさ、進展が

あ る。 この新 しさ とは・.統7の もつ新 しさで あ る・ プ ロセス とは過 程 とい うよ り進 犀 な ので あ る・

一 度
、 現実 態 に達 した ア クチ ュア ル ・エ ンテ ィテ ィは 、統 一活動 と しZは 消滅 して拡 散 され る。 そ し

て採 の プRセ 吝の実 在 的潜 勢態 とな る。後者 の.アクチ ュアル ・エ ンテ ィテ ィも次 の ア クチ ュア ル ・エ ン

テ ィテ ィの実 在 的潜 勢態 とな る。 この よ うな連 鎖 にお いて 、 ア クチ ュアル ・エ ンテ ィテ ィは 、現実 態 に

至 った後 は 、次 々 と生Lる 新 た な で ロセスの実 在 的潜勢 態 の 一部 として存 続す る とい わ れ る,ど の よ う

に拡 散 した と して も、元 の統 一活動 か ら由来す る性 格 を残 して い る とい うの で あ る。

実 在 的潜 勢態 は 、純 粋 な潜勢 態(purepotentiality)と.区 別 さ れ ねば な ら存い 。後 者 は、

ア クチ ュア.ル・エ ンテ ィテ ィの中 に見 い 出 され る量 や質 を規定 して い る フ ォー ムー般 で あ る。 フ ォー ム

は ・hの ア ク チ ・ ア ル'エ ン テ ィ.テ ィに 見 咄 さ 禍 か も知 れ な い ・ しか し あ る ア ク.チ ・ ア ・レ ・エ ン

テ ィテ ィの実在 的潜 勢 態 とは 、当 の エ ンテ ィテ ィに固 有 の もの であ る。

プ ロセスは0現 実態 に達 す るまで は、実 在 的潜勢 態 で・あ る。そ れ故 、 プ ロセスの時 空 的 な拡 が り転

プ ・セ スの完 了ま では 、潜勢 態 とし'て考 え られ る。 これ が、 ホ ワイ トヘ ッ ドの時 空 の エ ポー ㍗ル理論 で

あ る。 時間 に つ いて い うと、 ホ ワイ トヘ ッ ドの時 間 の進 行 は 、関 係 づ けに よ って結 ばれ た プ ロセスの累

積 で あ る。 そ れ故 、 プ 庇 スの完 了 まで は、 時間 の進 行 は停 止 して い るわけ で あ る(16)0

このことを、ホワイトー』 ドが述せ いる事伊線 っいて、ワラ。クの分押 を参都 しながら教

.てみ よ う。 「UnitedStates」 とあ る人 が 発話 した とす る。 これは、 一 つの語 句 の発 話 とい うア

ク チ ュアル'エ/テ ィティで 南 る・全 てを発話 し終 わ る'までは ・そ の プ ロセ スは・ この語句 の発 話 とし

.ては実在 的灘勢 聾 であ る。、そ れ で、 時間 的な 拡 が りも発話 の完 了ま で は現実 態 では な く、 実在 的潜勢 態

で あや・ アク チ ・アノレ.'・季 ンT・ テ ・は ・席 腿 去 か らの影 響 の受容 に よって生 じ・来 た るべ き も⑳

過 去 とな る。 この継起 が 時間 の進 行 で あ る。 ア クチ ュア ル ・エ ンテ ィテ ィは、 これ を受 容 す る別 の アク

チ ュ.アル エ ンテ ィテ ィに おい て 初 めて過去 とい う性 格 を付 され る。 「UnitedStates」 とい・う発

話 は 、 「丁つ のAq句 とLて 聞 く 」とい うアク チ ュァ ル ・sン テ ィテ ィに よ っての み、一 つ の過 去.として

受 容 さ れ るわ け で あ る。 律 って 、別 の アクチ ュア ル ・エ ン テ ィテ ィには、 「Unit、ed」 とい う単 位 で

受 容 され るか も知 れ な い し、 十二 の シ ラブル として十二 の ア クチ ュ アル ・エ ンテ ィデ ィに受 容 され るか

も知 れ ない。無 生 物 に は、空 気 の振 動 に他 な らない で あろ.う。 ホ ワイ ト・ヘ ッ ドは 、影 響 の授 受 に よ って

時 間 の系到 を 考 冬てい る。 こ.れは、 相対 論 に従 っ、てい る ので あ や。

こ こ で 次 の よ う な疑 問 が 生 じ る か も知 れ な いg「United 、States・ 」を 州 つg語 句 と し て 聞 い た
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もの に も、 やは り十 二 の シ ラブ ル が聞 こえ、空 気 の振 動 が感 じ られ たの では な いか。 この疑 問 は、先 の

説 明 の内 に含 ま れて い たパ ー スペ クテ ィ ビズ ムを露 にす る。

例 の語 句 の発 話 を私 が 聞 いた とし よ う。 これは一 つ の ア クチ ュ アル ・エ ンテ ィ テ ィであ る。 ところ で、

私 の鼓膜 の細胞 は、空 気 の振動 を受 容 したで あ'ろう。 この活 動 も一 つの ア クチ ュアル ・エ ンテ ィテ ィで

あ る。私 は 、細 胞 の集 ま りでは ない。細 胞 の活 動 は私 の行 為 の下 位 システ ムで あ る。 私 が発 話 を聞 くと

い う行 為 は、過 去 か らの様 々な影 響(こ の 中 には、 例 の発 話 も過去 め私 も含 まれ る)を 統 一 す る こ とで

あ る。 そ の際 、空 気 の振 動 が鼓 膜 細 胞 を刺激 し」 そ の刺激 は 次 々 と伝 達 され 中枢 に至 る。 この連 鎖 は、

細 胞 レベルで は、 過去 か ら現 在 へ とい う進 行 で ある。 しか し私 の行為 全 体 に とっZは 、潜 勢 態 で あ る。

私 の行 為全 体 は 、 この連 鎖 と他 の様 々な活 動 の統 一 であ る。鼓 膜細 胞 の活 動 は、私 の行 為全 体 の過去 で

は な い。私 の 行為 は 、 この活動 を含 む全 体zあ り、 この活動 の後 にお こる もの では ない 。私 の行 為 の 中

には 、様 々の細 胞 的活 動 や電 子 的活動 が 見い 出 され るで あろ う。 これ らの部 分 は、全 体 の過 去 では な い。

ま た全 体 は、 部分 の集 積 では な い。全 体は 一 つの統 一一活動 であ る。 この統 一 の完 了時 に、す な わ ち現 実

態 にお い て、r私 は 例の語 句 を聞 く」の であ る。 この アク チ ュアル ・エ ンテ ィテ ィの中 に は、 「Uni-

tP」 や十二 の シ ラブル を聞 くとい う活 動 は現実 態 と して 見 い出 され る ことは ない。

と うして 、 アク チ ュア ル ・エ「ンテ ィテ ィは他 の アクチ ュアル ・エ ンテ ィテ ィを含 み、`また含'まれ、 あ

るい は重 な りあ うで あろ う。私 の 一つ の行 為 は、『様 々の アク チ ュアル ・エ ン.ティテ ィを含み 、 そ れ らは

各 々 としては現 実態 で あ るが1私 の行 為全 体 に と って は潜勢 態 なの で あ る。 ブク チ ュァル ・エ ンテ ィテ

ィは進 展 す る宇宙 の パース ペ クテ ィブで あ る(19)0これ は 、統 一 のあ るい は関 係 づけ のパ ー ス ペ クテ ィブ

で あ る。そ れ故 、電磁 的 活動 も細 胞 的活 動 も人 間 ゐ行 為 も ロー マ帝 国 もア ク チ ュプ ル ・エ ンテ ィ層テ ィな

の で あ る。

目 的 函

アク ヂ ュアル ・『ニンテ ィテ 身は、 過去 か らの影 響 を統 一す る活動 で あ る。実 在 的潜 性 態 を現 実 態 へ と

統 一 す る もので あ る。.こめ統 一 が進 展 で あ り新 しさ であ った。 現 在 は過 去 の 集積 では な く、 新 しい統 一

であ る,,

しか し、1アクチ ュァ ル ・エ ンテ ィテ ィが過 去 の単 な る集積 では な く、統 二 で あ る とい うため に は、統

一 の原 理 が なけ れば な らな い
。 さ もな い と、集積 と統 一 の区別 が つ かな い であ ろ う。 そ こで ホ ワイ トへ

。ドは過 去からめ影響という結果因とともにJの 原理として目的因を認める⑩:遍 去力・狭 たもの

が 、結果 因 であ り、 これ を統一 す る指標 が 目的 因 で ある。 この両原 因 は、 プPセ スに内在 す る原 因 で あ

る。

目的 因 の 内在 とは 、統 一の 目標 が内在 してNる とい うこ とで あ る。 プ ロセズ とは 目標 に 向 っての進 展

であ る「。 しか しプ ロセスは結 果 因 に ょ って も支 配 され る。 両者 の統 合 に よ'って現実 態 に至 るわ け であ る。

ホ ワイ トヘ ッ ドが 目的 因 を考 え てい るのは 、人 間 の行 為 を も自然 の 中に組 み込 も うとす るため と、 現在

を過 去 か らの飛 躍 を含 ん でい る もの と して考 え るため で あろ う¢1!

で は 、自標 ぱ どの よ うに 内在 してい るの か。 そ れは 、 ア クチ ュァ ル ・エ ンテ ィテ ィを規 定 す る もめ と

して 内在 す る フ ォー ムに よ って で ある。 ナ クチ ュァ ル ・エ ンテ ィTイ は フーオー ムに よ って規定 され て い

る。 そ の結 果 因 で ある実在 的 潜勢 態 も統 一 の方 向 を一与え る 目的 因 も フ ォー ムに ょ り規 定 され て い る。
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す ぐに気 づ くよ うに ・ 目的 因 の フ ォームは現実 態 を規 定 しない 。 プ ・セ スが現 実12至 れば 、 も,はや、

目的因 は 内在 してい ない 。 こ うして、 フ ォー ムは、二 通 りの仕 方 で 内在 す る。 ホ ワイ トヘ ッ ドは、 これ

を、非制騨 内在と制限的内在として区男・1する餓 瀦 は、現実態を規定するものとしての内在であり、

後 者 はそ うでは ない場 合 の 内在 で あ る。 実在 的潜 勢 態 を規定 して い る フ ォー みは、過 去 の現 実態 の フ ォ

-ム で あ り
、 非制 限 的 に内在 す る。 目的 因 の フ ォー ムは、 プ ロセ スの進 展 を規 定 す る もの として制 限 的

に内在 す る。現実 態 に至 れ ば、 目的 因 の フ ォー ム と類 似 した フ ォ丁 ムが非 制 限的 に 内在 す る に至 るわ け

で あ る(23)0

目的 因 の7オ ー ムは 、過去 か ら由来 しfzも の で あ っては な らない。 さ もない と、統 一 の仕 方 が新 しい

もの では な くなる。 そ もそ も統 一 とは呼 べな くな る であ ろ う。で は、 目的 因 の フ ォー ムは どこに 由来す

るか 。全 て の実在 を アク チ ュアル ・エ ンテ ィテ ィと考 え る哲 学 で は、 答 は、A)ア ク チ ュア ル ・エンテ

,テ,か ら か 、B)無 か ら か 、 の ど ち ら カ・で あ る。 ホ ワ イ トへ 。 ドの 答 は 、Aで あ るe碗 だ が 、 この ア

ク チ ュアル ●エ ンテ ィテ ィ
}は過去 では ない。 ま しzや 未 だ実 在 してい な い孝 来 では ない 。 ホ ワイ トヘ ッ

ドは 、全 ての フ、オー ムカ1内在 す るアク チ ュ アル ・エ ンTイ テ ィを 考 え て 、 これ を 「神(God)」 と呼ぶ 。

神 以外 の アク チ ュアル ・エ ンテ ィテ ィは神 の影響 として 目的因 を得 る。

神 は 、 アク チ ュアル ・エ ンテ ィテ ィで ある か ら他 の ア クチ ュア ル ・エ ンテ ィテ ィ と影響 の授受 を行 う。

神は・除 ての形而蝉 的原理關 する伊哩外 ζして扱われてはならない㈱ 」のである。各々のアクチ。

ア ル ・エ ンテ ィテ ィは 目的因 を神 か ら受容 す る。神 は、 各 々の ア クチ ュア ル ・エ ンテ ィテ ィを拡 散 した

形 で な くそ のま'ま、 す なわ ち 「進 展す る宇宙 の現 実態26)」 として受容 す る。神 の 目的 因 は全 て の フ ォ-

ムで あ り、全 て の可能 性 が神 自身の 内 で実 現 し調 和 して い る こ とが神 の 目的 で ある。 神 に澄 け る統 一は 、

宇 宙 の全 て の現 実 態 の統一 であ る。宇 宙 は進 展 す るか ら、神 は宇 宙 にお け る活 動 と 「同調 的 に生 成 す る

例 ので あ り1神 の湧 は終 了す る こ と力獅 餓 禰 、宇 宙 の全 て の ア クチ 。ア 、レ.エ ンテ,テ,に

目的因 を与 え るか ら、最終 的 な根 拠 で あ る(29)0また全 ての フ ォー ムが神 におい て秩 序 づ け られて い るの

で宇宙 の秩 序 の源 で あ る,とされ るG())0

こ、ρ神 は様 々の解 釈 が可 能 で 南 ろ う。最 も自然 主義 的 な解 釈 は、神 を現実 化 した限 りでの 宇宙 と考 え

る もので あ ろ う,。神 は、 宇宙 は進 展 して行 き内在 す る可 能性 の全 てが実 現 したわけ で は ない とい うこと

を ホ ワイ トヘ ッ ドの立場 で把 え た もの と もいえ よ う。

Lか し、 どの よ うな解 釈 にお いて も神 は あ る矛 盾 を抱 え てNる よ う.に思 え る。宇 宙 の全 て の ア クチ ュ

アル'エ ンテ ィテ ィに影 響 を与 え るので あ るか ら、神 は 常 に現実 態 と考 え るこ とが で きる。 しゆ し神 の

目的は 全 て実 現 したわ け では な く、神 は 宇宙 と ともに生 成 を続 け る。生 成 を続 け てい る もの は、 現実 態

に運 しfzと は いえ な いで あ ろ うgで は神 は潜勢 態 か。 しか し:》その時 には 、統 一活動 の途 中で あ り、 ホ

ワイ トヘ ッ ド哲 学 で は、他 に影 響 を一与え るこ,とがで きな吟 はず で あ る。 そ もそ も、 この時 に は ア クチ ュ

アル な もの とはい え ない で あろ う。 こ う
.して、神 は現 実態 で あ り続 け なが ら、生 成 を続 け'て行 く もので

あ る.し か し、て れ は形而 上 学的 原理 に対 す る例 外 では な いか。 端 的 な る矛 盾 で はな い のか。

第 二 部 にお 吟て 、 この矛 盾 の よ って来 た る所 を検 討 し、 さ らに この矛 盾 の意味 す る所 を示 した い。

第 二 部 ・ 矛 盾

神は 現実 聾 で あ り葎が ら生成 し続 け る。 これ が神 にお げ る矛盾 であ る。 生 成 し続 け る とい うこ とは ま ,
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だ 目的 因 が働 い てい る とい うこ とで あ る。 要 す るに:、現 実 態 で あ るこ と と目的 因 が働 い てい る こ とが矛

盾 す るわ けで あ る。現実 態 とは、 アク チ ュァル ・エ ンテ ィテ ィの プ ロセスの完 了で ある 。 プ ロセス の完

了ま では く.現実態 では な い。 目的 因 とは 、 プ ロセ メを始 め か ら支配 す る もの で あ り.プロセ スが現実 態 に

至 った際 には 、働 い ては いな い。

も'ともとアク チ ュァ ル ・エ ンテ ィテ ィは 、二 様 の性 格 づけ を有 す る。 すな わ ち、 目的 因に 支配 された

活 動 で あ り、 活動 の完 了 として の現実態 で あ る。 しか し、 この二 つ の性格 が結 び つ くとは限 らない6目

的 因 に よる活動 が完 了す るす るとは限 らない 。完 了 し た活動 が 目的因 に よる もの で あ った とは限 らない

であ ろ う。 さ らに、二 つ の性格 は 共存 を、 同 時的 共存 を許 さない もの で あ る。従 っそ、 神 に おら て、 こ

の二 つ の性 格 が調和 して い ないの は そ れほ ど不思議 な事 では な い。 む しろ神 以外 の ア クチ ュア ル ・エ ン

テ ィテ ィにお い て調 和 可能 で あ るの は何故 かが問 わ れ られね ば な らない。

神以 外 の ア クチ ュ ァル ・土 ンテ ィテ ィにお いて 二 つの性 格 が相補 的 に結 びつい て い るのは 、 この活動

が 必 ず完 了す るか らであ る。 そ れで ア クチ ュァ ル ・エ ンテ ィテ ィは、 何 らか の結果 を 目指 す活 動 として、

一 個 の活動 として理 解 され得 る。 宇宙 に:おけ る活動 が必 ず完 了す るの は 、有 限な 活動 で達成 可 能 な 目的

が神 か ら由来 す るか らで あ る。 宇 宙 の活動 が 、二 つ の性格 を持 つ一個 の活 動 として理解 され得 るの は神

が介在 す るか らであ る。

神 に有 限な 目的 を供 す るア クチ ュア ル ・エンテ ィテ ィは な い。 神 の 目的 は無 限 で あ る。 これが 神 にお

け る矛 盾発 生 の理 由であ る。

で は、何 故 、神 の 目的 が無 限 とな る のか。 そ れは 、い う'まで もな く、全 ての フ ォー ムが内在 してい な

げれ ば な らない か らで あ る。 ホ ワ塀 トヘ ッ ド哲 学 にお い て、全 ての フ ォー ムが神 に:内在 して い なげ れば

な らな いの は、 神が新 しさの源 で あ るか らであ る。

目的因 は ホ ワ イ トベ ッ ドにお いて は、 本来 、現 在 の新 しさの ため に、現 在 が過去 か らの飛躍 を含 んで

い るた めに導 入 され た もの であ る。 あ る 目的 に支 配 され た活動 が新 しい もの を含 ん でい る とは限 らない。

宇 宙 の活 動 の 目的因 が全 て同一 で あ ったな らば、 宇宙 は新 しい もの を生'まず 、進 展 しな い。 そ れで、 目

的因 の フ 牙一 ムは過去 か ら由来 した もので あ っ「ては な らな か ったの で ある。 それ故 、 神 が考 え られ ねば

な らな い。 また 、神 に内 在す る フ 牙-ム は無 限 でな け れば な らない。 さ もない と、 いつ か新 しい フ ォー

ムがな くな り、宇 宙 の進 展は 止 ま って しま うであ ろ う。

こ うして、 ホワ イ トヘ ッ ド哲 学 の根 源 的矛 盾 は、 「新 しさ 」の根 拠 づ け か ら発生 して い る。 「新 しさ 」

とは 、非 実体 の 立場 に立 つ ホ ワイ トヘ ッ ド哲 学 が、是 非 と も認 めねば な らない もの であ る。実 体 の哲 学

では 、宇 宙 には 本質 的 に 「新 しい もの 」は無 く、 進展 は な い。認 め られ る変化 は 、運動 だげ で あ 為。 ま

た、 ホ ワイ トヘ ッ ド哲 学 は、哲 学 で あ る以上 、新 しさの根 拠 を示 さなけ れば な らな い。.無か ら由来す る

とい うのは、 ホ ワ・イ トへ 。 ドに とって、説 明 で はな く、釈 明 な の であ る⑳ 。

「新 しさ 」は偶 然的 な もので あ って、 神 を考 え る必 要 は ない とい う考 え もあ ろ う。 そ の偶 然 性 の統計

的法 則 を作 る こ と もで きよ う。 しか し偶 然性 とは、結 局 、結果 か ら見て 行 くこ とで あ る。 結果 の産 出の

根 拠 にま で理 性 がは 入 り込 めな い とい うこ とで あ る。従 っ て、無根 拠 とい うこ とで あh,無 か ら由来 す

る とい うの と同 じこ とにな ろ う。

ホ ワイ トヘ ッ ドの 神 は、 プ ラ トンの イデァ界 を 自然 主義 的 に把 ま え よ うとした もの'と考 え るこ とがで

きる。 ホ ワイ トヘ ッ ド哲 学 にお け る矛 盾 の存 在 は 、宇 宙 の創 造性(新 しさ)の 根 拠 ぷ真 め超越 に ある こ
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とを示 してい る とい う見方 もあ り得 よ う。 ま た 、宇 宙 の進 展 は合 理 的理性 の分析 の及 ば ない もの で あ る

とい う考 え方 もあ り得 よ う。

ホ ワイ トヘ ッ・ド哲 学 の困難 は、現 実態 と 目的因 が整 合 的(coherent)で ない と ころ に遠 因が あ る。

現実 態 とは 、完 成 を意味 す る。 現実 態 は 、何 か の完 成 であ って 、必 ず し も目的 の完 成 を意 味 しない 。 『ま

た 目的 因は完 成 を含 意 しNo実 体 の 「運 動 」も完 成 に達 到 し得 るで あ ろ う。 非実 体 の哲 学 に とっては 、

現 実 態 よ り も、新 しさの根拠 で あ.る目的因 の方 が よ り重要 で ある。 アク チ3ア ル ・エ ンテ ィテ ィの 二 つ

の性 格 は 、整 合 的 では な いか ら、同 じ資格 で ホ ワイ トヘ ッ ド哲 学 に存 在 す るわ け には い か ない もの だ っ

た ので あ る.-「 実 在 とは 、 プ ・セ スで ある(32)Jと い うホ ワ イ トへ 。 ドの根 本的 モチ ー フか らする な ら、

ア クチ ュア ル ・エ ンテ ィテ ィは 、'まず 、 目的 因 に支配 され た プ ロセ スで なけれ ば な らな い。 そ れが 、完

成態 に達 しょ うと達 っ しま い と達 っ し'まい と、 ア クチ ュアル ・エ ンテ ィテ ィで なけ れば な らな'い。現 実

態 は本質 的性 格 とい うよ り も、 附 帯 的性 格 と考 え られね ば な らな いの で あ る。

だが 、 ホ ワイ トヘ ッ ドの プ ロセ スは、実 在 的潜勢 態 か ら現 実態 への プ ロセスで あ る。 この ご とは どの

よ うに考 えれば よい のか 。実在 的潜 勢 態 とは 、未 だ 確定 的 で ない活動 、可変 的 活動 であ る。 そ れは 、現

実態 に 至 って確 定 的 な性 格 を持 つ 。 しか しそれ は、 「実在 的Jと 名 づ け られ てい るよ-うに無 で は ない。

実在 して い る もので あ る。実 在 的潜勢 態 は 、現実 態 にそ の存 在 を負 って はい ない 。現実 態 に達 っし友 く

とも、 実在 してい る もの で あ る。 元 来 、潜 勢 態 は現実 態 の潜 勢 態 で あっ て、現 実態 が無 げれ ば 、潜勢 態

は無 い。 しか しホ ワイ トヘ ッ ドは 、 「実在 的 」と名 づ け る こ とに よ って 、現実 態 に関 わ らず 存在 す る'可

変 的 な もの を賑 めて い るの であ る。 プ ・セ スそ の もの は実在 的 潜勢 態 で あ る。 プ ロセ スは 、現 実 態 に達

っ し よ うと達 っ しま い と実 在 な の であ る0

こ うして 、現 実 態 を付帯 的 な もの と考 え て もホ ワイ トヘ ッ ド哲 学 は成 立 し得 る と思 わ れ る0プ ロセス

は、現 実態 に達 っす る と終 了 す るが 、現 実態 とは完 成 な ので あ るか ら当然 の こ とで あ る。現 実態 に達 っ

し なNプ ロセ スを考 えて も、 ホ ワ イ トヘ ッ ド哲 学は 何 ら困 らな い と思 わ れ る。 プ ロセ スは 、何 よ り もま

ず、進 展 で あ って 、 どこかへ の過 程 とは限 らない。 そ もそ も、 「実 在 的 」潜勢 態 とい う表 現 は ～ホ ワイ

トヘ ッ ド哲 学 が 、現実 と潜勢 とい う図式 に必 ず し も うま く合致 しな い こ との証拠 で あ るO現 実 と潜 勢 は、

ホ ワイ トヘ ッ ドにお い ては 、む しろ単 に確定 と不確定 とす べ き もの で あ る(33).a

そ こで、次 の よ うに考 え るな ら、 神 にお け る矛 盾は解 消 され るの では な いだ ろ うか。 ア クヂ ュアル ・

エ ソテ ィテ ィの プ ロセスは完 了 す る もの もあ れば 、 しな い もめ もあ る。 宇宙 にお け るプ ロセスは、 目的

の有 限性 の故 に完 了す る。神 は 、 目的 の無 限性 の故 に完 了 しない 。確 定 的 な性 格 を持 つ ア クチ ュァ ル ・

エ ンテ ィテ ィは他 に享 受 され る。宇 宙 にお け るプ ロセ スは、完 了 と と もに確 定的 とな る。そ れで、 消滅

して他 の もの に享受 され る。 神は 消滅 せ ず 、常 に確定 的 で あ る。 神 は全 て の フ ォー ムを含 み 、宇宙 の確

定 的 な もの をそ のま ま受 容 す るか ら、 常 に確 定的 で ある 。そ れ故 、神 は常 に他 の ア ク チ ュァル ・エンテ

ィテ ィに享 受 さ れる。 こ う考 え る な ら、 ホ ワイ トヘ ッ ド哲学 は 、整 合的 な もの とな ろ う。
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  Secondly, an attempt at proper reconstruction of the argument in the Second Analogy is made. 

Its starting premise, -which is a result of the Transcendental Deduction, is that it is possible to 

determine empirically objective temporal relations of phenomena. But it depends heavily upon 

some further presuppositions, 1) those concerning the nature of our ̀ perceptions' and 2) those 
concerning the notion of ̀ cause' or `causality'. To begin with, by 1). Kant denies the perceptivility 

of temporal relations between any two phenomena either vis-a-vis the absolute time or vis-a-vis one 

another. This means that no successive sequence of perceptual representations, however long, 

could provide us with any information about objective temporal relations among phenomena. It 

follows from this that whenever an objective succession of phenomena is experienced (i.e. the ob-

jective temporal relation between them is empirically determined as succesive), some (particular 
inferential) rule concerning their time-relation must be presupposed to obtain in that situation. 

Then, from this, Kant infers that such a rule must be a particular causal law, according to 2): i.e. 

that every non-logical necessary connection is a causal one, that cause cannot be preceded by 

effect and that causal relation is asymmetrical. As a result of this reconstrucion, it is shown that 
Kant's argument is logically sound, if only those presuppositions mentioned above be accepted. 

  Thirdly, some important implications of the argument of the Second Analogy are pointed out. 

The first point is that this argument shows nothing about cognizability of those particular causal 

laws presupposed to obtain in the objects themselves. That is, the objective validity of the general 

principle of causality does not imply at all that there is any amount of regularity or order shown 
in nature. The second point is that the Second Analogy establishes that the principle of causality 

is one of those formal principles belonging to the judging subject alone (i.e. ̀ thrown in' or 'im-

posed' a priori by this subject). This is obvious from the place of the Analogies in the Transcen-
dental Analytic explained above. 

  (Because of lack of space, I should like to discuss on another occasion whether and why those 

presuppositions of Kant's argument pointed out above are unacceptable.)

Modes and a Paradox of Actual Entity

by Koichi Takeda

  Many people have considered Whitehead's metaphysics as difficult and paradoxical. Recently, 

Wallack showed that many paradoxical expressions in Whitehead's metaphysics were not genuine 

contradictions but knowable. 

  I think, however, Whitehead's metaphysics still has a contradiction. It arises from incoherence 

between actuality and final cause in actual entity. Actuality is the completeness of a process of 

actual entity. Final cause is the controller of a process of actual entity. However, a process con-
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trolled by final cause is not necessarily accomplished and an accomplished process is not necessari-

ly controlled by final cause. In universe, actuality and final cause are harmonized by intervention 

of. God, who is also an actual entity. But, in God, they are harmonized by nothing, so a contra-

diction occurs. .. The, contradiction is incompatibility between, God as actuality and God as process 

by final cause. Because aim and process are infinite, God's process cannot be complete. 

  To resolve this contradiction, we should regard his actuality as decisiveness, not as completeness. 

In doing so, we will . be able to resolve the contradiction and. Whitehead's metaphysics will be 

coherent.
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